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京北地域小中一貫教育校に関する説明会摘録 

１ 日  時  平成２９年１１月１２日（日）１４：００～１６：２０ 

２ 場  所  周山中学校 体育館 

３ 参 加 者  ２３名 

４ 主  催  学校・教育委員会 

５ 説明内容 

⑴ 京北地域小中一貫教育校創設に係る取組状況  資料１ 

   検討協議会，専門部会及び４小中学校ＰＴＡ・３保育所保護者代表者会のこれまでの取組状況につい

て説明。 

 ⑵ 平成２９年度合同学習実施状況  資料２ 

   ３小学校の合同学習の充実や京北地域４小中学校全学年による新たな合同学習の取組等について，子

どもたちの感想を踏まえながら説明。仲間意識の高まりや，小学生が中学生を敬い憧れる気持ちが芽生

える効果が出ている。これらの取組を更に充実・発展させながら，新校の教育活動につなげていく。 

 ⑶ 通学安全検討部会  資料３ 

   第１回から第４回の通学安全検討部会での検討内容及びそれを基に教育委員会が提案する通学バス

の運行方法について説明。次回の通学安全検討部会（１２月１３日開催予定）で，通学バスの運行方法

の方向性を確認する。 

⑷ 新校舎の設計  資料４ 

昨年度，施設整備検討部会の意見等を踏まえ策定した基本計画を基に，現在進めている設計の検討状

況について説明。 

また，新校舎の正面エントランス等の整備に先立ち施工する元周山小学校校舎等解体撤去工事につい

て説明。工期は１１月下旬から来年３月中旬。主な解体建物は，元周山小学校校舎・体育館，ポンプ室，

周山中学校木造特別教室棟など。工事概要について，近々，近隣の方々にお知らせを配布する。

 ⑸ ４小中学校ＰＴＡ・３保育所保護者代表者会での検討状況  資料５ 

   子どもたちの学校生活に関わる内容について検討する「４小中学校ＰＴＡ・３保育所保護者代表者会」

の検討状況について説明。全保護者対象のアンケート結果を踏まえ，新校における給食の実施方法は「全

学年で自校調理方式（全員給食）」とし，通学服（標準服）の着用学年については「セカンドステージ

（５年生）から着用」とする方向性を確認した。 

現在，新通学服（標準服）の選定作業を行っている。全保護者，５・６年生及び中学生対象に行う試

作品３案の展示・アンケート結果を踏まえて選定し，最終的には京北地域小中校長会で方針決定する。 
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６ 会場からの意見 

 ○ １０月１０日付けの説明会開催のお知らせに，開催時間が１４時から１５時３０分とあるが，説明に

１時間以上を費やされ，質問時間が１０分足らずというのはいかがなものか。 

○ 教育委員会のホームページに掲載されている「地元主導で進める学校統合」とは，具体的にどのよう

な方法で進めるのか。 

 ○ 検討協議会だより第８号に，「通学安全については，各地域の実状も踏まえ，各学校で住民説明会を

開催することも検討していきたい」と書かれているが，その説明会はいつ頃開催されるのか。 

 ○ 同協議会だよりに，東山区の小中一貫教育校の視察に行き，今後の教育内容の検討に活かしていく旨

書かれているが，どのように活かされているのか。 

○ １１月下旬に着工する元周山小解体撤去工事に関して，文書で周知するのか，説明会等を開催するの

か。

 ○ 子どもと京北を輝かせる会代表として，７月２０日に小中一貫教育校建設を白紙に戻すことを求める

署名を教育委員会に提出させていただいたが，教育委員会としてどのように受け止めているのか返事が

ない。地域の住民として，登下校している子どもの姿を見ることで元気をもらっており，こうした姿が

残ることを願う。

 ○ 通学バスに係る資料（１０頁・乗車見込人数）を見ると，路線バス「灰屋・小塩線」，「弓削線」，「田

貫線」では，乗車見込人数が座席数を上回り，子どもたち全員が座れるわけではないことになっている。

特に小学校低学年の子どもには負担。各地区で説明会を開催し，もっと議論する必要がある。 

 ○ 小中一貫教育校創設に関して，これまで住民が意見を言う場がない中で，本日の説明会が開催されて

いる。 地域の声を聞けという市会の付帯決議や６千筆以上の署名がどのように反映されているのか全

く見えてこない。町内会レベルでの説明会開催を保証するべき。 

 ○ 中学校給食に関して，自校調理が良いというのであれば，小中一貫教育校で実施する前に，今の中学

校教育の中で実施するべきである。 

○ 小中一貫教育校創設の前に，まず老朽化している京北第三小校舎の改築を最優先してやるべきである。 

 ○ 制服に関して保護者の意見を十分聞いていると言うが，そうではない。私が聞く限り，なぜ中学校１

年生から制服着用とならなかったのだろうという疑問の声ばかりだ。着用学年に関する保護者アンケー

トの選択肢に当該項目がなく，保護者に意見を出させないようにしたからだ。５年生は体の変化が一番

大きい時期であり，５年生から着用することを保護者は選ぶはずがないと疑問に思っていたが，今日，

その理由がよく分かった。 

 ○ 通学バスの運行方法について説明を受けたが，こんな複雑な方法を，赴任して間もない京北の地形も
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よく分かっていない教員が，小学校１・２年生に下校指導できるのか。私の能力では無理。よほど優秀

な教員を集めてくれるのだろう。日本語も分からない小学校１・２年生にどのように指導するつもりな

のか。不安でいっぱいである。 

 ○ 制服のあり方についての発言を聞いて，本当に悲しい。制服や通学バスに関する会議では，現場をよ

く分かっている方が，子ども目線でしっかりと説明してくれている。小中一貫教育校創設に向けた保護

者代表者会議において，中学生から制服を着せるという意見をはじめ，色々な意見がある中，新たな教

育の観点に鑑み，これまでの「中学生から制服」という概念でなく，ステージという考えの下，セカン

ドステージから制服を着せてやりたいという熱い思いで決めたもの。私たちがＰＴＡの意見を集約し，

ＰＴＡの代表として検討協議会等に参加させていただいている。育児のなか，夜，多くの保護者と，と

もに京北の子どもたちのことを思う学校・教育委員会の関係者が集まり，熱心に議論を行っている。京

北を理解していない教育委員会の方々が会議に出席されているわけではない。今後，言葉を選んで発言

していただきたい。我々は東山の統合校も見学させていただくなど，各自で小中一貫教育校の勉強もし

ている。ここまで，子どもたちの様子をしっかり把握されている教育の専門家の方々と一緒に，保護者

の意見をくみ上げた形で進めてきたものである。私は，今の保護者の方々の意見がしっかりと反映され

ていると確信している。ぜひとも，そこをご理解いただきたい。 

 ○ 付帯決議は，小中一貫教育校の計画に係る経緯について，議員の方々が，住民の声が反映されていな

いのではないかと疑問に思われたからだ。小中一貫教育校設置に関して付帯決議が付いたのは全国初で

ある。小さな小学校がいくつもあるのが素敵だと思い移住した。すべてを元に戻せと言っているのでは

ない。地域住民の合意を取ってほしい。そのための論議を深めてほしい。６千筆以上の署名も尊重すべ

きである。 

 ○ 中学校の自校調理給食や京北第三小学校の老朽化した校舎の修復など，今でも実施可能な対策である。

合同学習はポイントで実施しているだけであり，雪の日の実施はどうなのか検証するべき。 

○ 周山中学校前の車道（国道４７７号線）のカーブは非常に危険で安全対策を取るべき。今現在やれな

いことが，なぜ一貫校になったらできるのか。今後，５２億をかけてできるということが不信である。 

 ○ 合同学習の給食では，全員パートタイマーの給食調理員が，アレルギー対策の子どもの対応で大変な

思いをされているということをご存知か。京北ではない他校で，そういった対応ができずに救急車で運

ばれるというニュースを見た。正規職員が配置されていないなかで発生したものであった。合同学習の

際，このような問題が起こらないようにしっかり対応されているのか疑問である。 

○ 行政，ＰＴＡ役員，検討協議会メンバーは，一生懸命やっていただいているが，互いにしんどさがあ

るのは，京北住民の声が反映されていない統合要望書の上げ方に問題があるからだ。通学安全や大雪な

どによる緊急時の対応など，検討すべきことが多すぎる。 

○ 合同学習の際の給食では，アレルギー対策が必要な子どものために，自校の特別な調理道具で特別な

手順により調理するなど配慮がなされているが，その裏には，正規ではない給食調理員が，必要な調理

道具を持参して合同学習の場に向かうなど，あたふたされているという現実がある。合同学習の取組に
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は意義があるが，その裏にかなりの無理がある。 

 ○ 教員やＰＴＡの方が手を抜いているとは決して思っていない。一生懸命努力しており，過労死しない

か心配している。なぜここまで無理してやらされないといけないのか。子どもたちはものすごく疲れて

いる。合同学習をしている分，地域との交流が減っている。無理をするとそのひずみがどこかに出てく

る。責任のある正規の給食調理員をなぜ配置しないのか。統合し校区に住んでいる教員が配置されない

ことに地域は不安を感じている。 

 ○ ８年前に，京北の素晴らしい自然環境が気に入り移住した。立派な校舎の小学校に感動した。少人数

で一人ひとりに目が行き届いた素晴らしい教育環境で子どもが育っているのに，なぜ統合するのか。京

都市は桝本市長，門川市長になられてからどんどん統合を進めている。大阪市と同じ面積の京北で，学

校が１校だけとなる。京都市の教育行政はおかしい。本当に子どもの教育のためなのか。地域を分断す

るこのような施策はやめていただきたい。担当者は，本当に正しいことをしていると思ってやっている

のか。 

７ 教育委員会・学校からの回答 

【住民説明会の開催について】 

住民の皆様からご意見を頂く場として，本日説明会を開催させて頂いている。説明内容が多岐にわた

り，長時間になり申し訳ないが，質問は時間を延長してお受けする。 

新校の検討課題については，検討協議会のほかに，４小中学校ＰＴＡ・３保育所保護者代表者会を設

置するなど，保育所保護者の方々にも参画頂き，熱い議論をしていただいている。例えば通学服に関し

て，ＰＴＡ・保育所保護者代表者会で議論いただいた内容については，あらためて全保護者から意見を

募るなど，教育委員会や学校長の一存で進めているわけではない。子どもたちのより良い教育環境につ

いて，検討協議会等でしっかり議論していただいている。 

皆様の京北の子どもたちへの熱い思いは，学校，教育委員会と同じであると考えている。より良い学

校づくりに向けて，地域や保護者の皆様の御意見を賜りながら丁寧に進めてまいりたい。 

【京都市の学校統合の進め方について】 

「地元主導で進める学校統合」とは，子どもたちのより良い教育環境の在り方について，まずＰＴＡ

において，小規模校のメリット・デメリット等を踏まえて検討いただき方向性を出された後，地域にお

いても議論し合意形成を図っていただき，「統合要望書」を教育委員会に提出頂いている。教育委員会

は，統合要望書の内容を最大限尊重して課題解決に向け取り組んでいる。 

  東山開睛館と東山泉小中学校の学校見学では，統合に伴うソフト・ハード両面における取組や統合後

の子どもたちの様子等について，両校長から直に話を聞き，参加された皆様にはより具体的なイメージ

を持って頂けたと考えている。今後の新しい小中一貫教育校創設に向けた協議に活かしていく。 

 【通学安全について】

第２回・第３回通学安全検討部会で，学校単位のグループに分かれ，各地域の実情を踏まえて議論い

ただき，その意見を基に検討した通学バスの運行方法等について，本日説明させていただいた。この場

で皆様からご意見を賜りたいと考えている。また，要望があれば，各学校で説明会を実施する。

   路線バスの「灰屋・小塩線」，「弓削線」，「田貫線」では，小学生は概ね全員座れ，座れない場合も数
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分ほどであるが，今後の検討課題と認識している。子どもたちの安全に万全を期すことを大前提に，引

き続き通学安全検討部会等でご意見を頂き検討するとともに，関係機関等とも協議してまいりたい。 

 【元周山小学校校舎等解体撤去工事の周知方法について】 

周山自治会長と協議させていただいており，近日中に近隣住民の方々に工事に係る周知ビラを配布さ

せていただく。 

 【合同学習について】

今できることの一つとして取り組んでいるのが合同学習である。統合するまで待つのではなく，小中

交流，３小学校交流を通じて，今，京北の小中学校で学んでいる子どもたちの成長を図ることが，今や

るべきことの一つと考えている。この取組を充実・発展させながら，小中一貫教育校の教育活動につな

げていく。 

   アレルギー対策が必要な子どもの献立について，現在本市では，卵と牛乳を除去対象として統一した

対応を行っている。学校において，毎月，保護者と学校で確認を確実に行い，給食調理員も調理の工程

をしっかり確認し，確実に提供している。合同学習では，管理職と給食調理員において十分打合せを行

い，きめ細かく最大限安全に配慮し対応している。給食調理員はプロ意識を持ち，やりがいを感じて取

り組んでいる。 

 【給食の実施方法，新通学服（標準服）の検討について】 

新校の新たな給食の方式を検討するにあたり，実際に見学した施設一体型の東山開睛館のランチルー

ム等を参考にするとともに，施設一体型小中一貫教育校では，小学校給食実施のための給食室が整備さ

れることなどを踏まえ，保護者代表者会として，中学生も自校調理給食が望ましいという方向性を出し

ていただいた。 

また，新通学服（標準服）の着用学年に関して，保護者代表者会の会議の中で「中学生から着用」の

意見も出たが，最終的にステージの区切りを基本とした選択肢に決まった。アンケートの内容や選択肢

は，保護者代表者会でしっかりと話し合って決められたものである。 

 【京北地域小中一貫教育校創設に係る取組等について】 

市会の付帯決議を重く受け止め，本日の説明会の開催も含めてしっかりと取り組んでいるところ。 

平成２６年度から，京北の子どもたちのより良い教育環境の在り方について，保護者，地域で様々な

議論，ご意見を頂き，今日に至っている。京都市では，児童生徒数減少に伴う単なる数合せの考えで統

合を進めているわけではない。小規模校のメリット・デメリットを踏まえ，保護者や地域で様々な議論

を頂き，方向性を出していただければ，地域の思いを尊重し，行政として責任を持って新しい学校づく

りを進めていくという観点で取り組んでいる。 

京北地域において，人口が減少していく中，全庁挙げて関係各局が連携しながら地域振興に係る様々

な取組を進めているところ。小規模校の課題を解決していくと同時に，京北において先進的な学校づく

りをしていくことが京北地域の活性化にもつながるものと考えている。将来，この統合が京北地域の振

興につながったんだと実感していただけるよう，地域の皆様と力を合わせて新しい学校づくりに向けた

取組を進めていきたい。 


